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第
二
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
非
常
災
害
時
に
お
け
る
呼
出
し
を
し
な
い
措
置
）

第
二
十
七
条
の
二

裁
判
所
は
、
前
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
選

定
さ
れ
た
裁
判
員
候
補
者
の
う
ち
、
著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害
に
よ
り
、
郵
便
物
の
配
達
若
し
く
は
取
集

が
極
め
て
困
難
で
あ
る
地
域
又
は
交
通
が
途
絶
し
若
し
く
は
遮
断
さ
れ
た
地
域
に
住
所
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
呼
出
し
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
並
び
に
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
、
第
二
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、「
第

六
項
ま
で
」
の
下
に
「
並
び
に
前
条
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
第
三
項
中
「
次
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
、同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
被
害
者
特
定
事
項
の
取
扱
い
）

第
三
十
三
条
の
二

裁
判
官
、
検
察
官
、
被
告
人
及
び
弁
護
人
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
九
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第

三
項
の
決
定
が
あ
っ
た
事
件
の
裁
判
員
等
選
任
手
続
に
お
い
て
は
、
裁
判
員
候
補
者
に
対
し
、正
当
な
理
由
が
な
く
、

被
害
者
特
定
事
項
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
害
者
特
定
事
項
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
明
ら

か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

裁
判
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
裁
判
員
等
選
任
手
続
に
お
い
て
裁
判
員
候
補
者
に
対
し
て
被
害
者
特
定
事
項
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
裁
判
員
候
補
者
に
対
し
、
当
該
被
害
者
特
定
事
項
を
公
に
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を

告
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
告
知
を
受
け
た
裁
判
員
候
補
者
又
は
当
該
裁
判
員
候
補
者
で
あ
っ
た
者
は
、
裁
判
員
等
選
任

手
続
に
お
い
て
知
っ
た
被
害
者
特
定
事
項
を
公
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
十
八
条
第
二
号
中
「
第
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
条
の
二
第
一
項
」
を
、「
事
件
」
の
下
に
「
又
は
同
項

の
合
議
体
で
取
り
扱
う
べ
き
事
件
」
を
加
え
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
九
十
七
条
第
五
項
中
「
お
け
る
」
の
下
に
「
第
二
十
七
条
の
二
、」を
、「
つ
い
て
は
、」の
下
に
「
第
二
十
七
条
の
二

中
「
前
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
七
条
第
二
項
」
と
、「
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ

た
裁
判
員
候
補
者
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
任
予
定
裁
判
員
」
と
、「
前
条
第
一
項
の
」
と
あ
る
の

は
「
同
条
第
二
項
の
」
と
、」を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。）第
三
十

三
条
の
二
（
新
法
第
三
十
八
条
第
二
項
（
新
法
第
四
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十

七
条
第
二
項
及
び
第
九
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以

後
に
開
始
さ
れ
た
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
の
選
任
の
た
め
の
手
続
並
び
に
選
任
予
定
裁
判
員
の
選
定
の
た
め
の
手

続
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
検
討
）

３

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
等
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
裁
判
の
制
度
が
我
が
国
の
司

法
制
度
の
基
盤
と
し
て
よ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
な
る
よ
う
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

法
務
大
臣

上
川

陽
子

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

（
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
四
条
」
に
、「
第
三
十
四
条

第
四
十
二
条
」
を
「
第
三
十
五
条

第
四
十

三
条
」
に
、「
第
四
十
三
条

第
五
十
一
条
」
を
「
第
四
十
四
条

第
五
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
七
項
第
一
号
中
「
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
七
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号

中
「
千
円
」
を
「
八
百
円
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
料
金
」
の
下
に「（
一
般
信
書
便
役
務
に
係
る
信
書
便
物
の
送
達
の
料
金
以
外
の
料
金
の
う

ち
総
務
省
令
で
定
め
る
料
金
を
除
く
。
第
二
十
七
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中「（
総
務

省
令
で
定
め
る
料
金
を
除
く
。
第
二
十
七
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
十
八
条
中
「
料
金
」
の
下
に「（
同
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
料
金
を
含
む
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）」

を
加
え
る
。

第
五
十
一
条
第
一
号
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
二
条
と
す
る
。

第
五
十
条
中
「
第
四
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
二
項
」
に
、「
第
四
十
五
条
又
は
第
四
十
六
条
」を「
第

四
十
六
条
又
は
第
四
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
一
条
と
し
、
第
四
十
九
条
を
第
五
十
条
と
し
、
第
四
十
八

条
を
第
四
十
九
条
と
し
、
第
四
十
七
条
を
第
四
十
八
条
と
す
る
。

郵
便
法
及
び
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
三
十
八
号

郵
便
法
及
び
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
郵
便
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

郵
便
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
七
条
第
一
項
中
「
も
の
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
る
べ
き
も
の
」
を
加
え
、
同
条

中
第
五
項
を
第
七
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

会
社
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
郵
便
に
関
す
る
料
金
（
第
一
種
郵
便
物
、
第
二
種
郵
便
物
、

第
三
種
郵
便
物
及
び
第
四
種
郵
便
物
の
料
金
を
除
き
、
郵
便
事
業
の
収
入
に
与
え
る
影
響
が
軽
微
な
料
金
の
う
ち

総
務
省
令
で
定
め
る
料
金
に
限
る
。）を
定
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
又
は
そ
の
実
施
後
遅
滞
な
く
、
総
務
大
臣
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

６

第
二
項
（
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
除
く
。）の
規
定
は
、
前
項
の
料
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
八
十
七
条
第
一
号
中
「
料
金
若
し
く
は
」
を
「
料
金
、」に
改
め
、「
受
け
た
料
金
」
の
下
に
「
若
し
く
は
同
条
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
、
若
し
く
は
変
更
し
た
料
金
」
を
加
え
る
。

第
八
十
九
条
及
び
第
九
十
一
条
中
「
第
六
十
七
条
第
五
項
」
を
「
第
六
十
七
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
四
条
」
に
改
め
、

同
条
第
九
号
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
第
三
十
六
条
第

二
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
七
条
と
す
る
。

第
四
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
六
条
と
し
、
第
四
十
四
条
を
第

四
十
五
条
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
き
損
し
」
を
「
毀
損
し
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
四
条
と
す
る
。

第
四
章
中
第
四
十
二
条
を
第
四
十
三
条
と
し
、
第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
九
条
と
す
る
。

第
三
十
七
条
第
二
号
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
の
下
に「（
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を

加
え
、「
若
し
く
は
第
二
十
二
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
三
条
」
を
「
、
第
二
十
二
条
第
一
項
（
第
三
十

四
条
」
に
改
め
、「
含
む
。）」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
十
三
条
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中「
第
三
十
三
条
」

を
「
第
三
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

第
三
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
標
準
信
書
便
約
款
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

第
三
十
七
条
を
第
三
十
八
条
と
し
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
三
十
三
条
中
「
、
第
十
七
条
」
を
削
り
、「
第
十
九
条
第
三
項
中
」
の
下
に「「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
、」を
加
え
、
第
三
章
中
同
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。
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